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(57)【要約】
【課題】画像データに付加される位置データのセキュリ
ティを確保する。
【解決手段】デジタルカメラは、ＧＰＳレシーバ２１で
経緯度データを取得し、撮影した画像データに付加して
記憶部４２に保存する。取得した経緯度データが、予め
登録した自宅近傍である場合、画像処理部２６は経緯度
データをｎｕｌｌデータに変換するともに、「Ｈｏｍｅ
」のテキストデータを付加して記憶部４２に記憶する。
取得した経緯度データが自宅近傍でない場合、そのまま
の精度で記憶部４２に保存する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　位置データ検出手段と、
　画像データ取得手段と、
　検出した位置データが予め設定した位置近傍である場合に前記位置データを曖昧な情報
に変換した上で前記画像データに対応付け、検出した位置データが予め設定した位置近傍
でない場合にそのままの精度で前記画像データに対応付けて記憶する手段と、
　を有することを特徴とする携帯機器。
【請求項２】
　請求項１記載の携帯機器において、
　前記予め設定した位置は、ユーザの自宅であることを特徴とする携帯機器。
【請求項３】
　請求項２記載の携帯機器において、
　内蔵電池が充電されている位置を前記自宅として自動設定する手段
　を有することを特徴とする携帯機器。
【請求項４】
　請求項２記載の携帯機器において、
　所定時間以上滞在している位置を前記自宅として自動設定する手段
　を有することを特徴とする携帯機器。
【請求項５】
　請求項２記載の携帯機器において、
　前記曖昧な情報は、ヌルデータであることを特徴とする携帯機器。
【請求項６】
　請求項２記載の携帯機器において、
　前記曖昧な情報は、経緯度データの秒以下のデータを切り捨てたデータであることを特
徴とする携帯機器。
【請求項７】
　請求項２記載の携帯機器において、
　前記曖昧な情報は、経緯度データに誤差を印加したデータであることを特徴とする携帯
機器。
【請求項８】
　請求項５～７のいずれかに記載の携帯機器において、
　前記曖昧な情報は、自宅を意味するテキストデータを含むことを特徴とする携帯機器。
【請求項９】
　請求項１記載の携帯機器において、
　検出した位置データが予め設定した位置近傍であるか否かは、検出した位置データが予
め設定した位置の一定距離内に位置するか否かにより判定され、
　前記一定距離は、検出した位置データの示す地域に応じて増減調整される
　ことを特徴とする携帯機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は携帯機器に関し、特に位置検出機能付き携帯機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、ＧＰＳ等により自己の位置を検出できる携帯電話やデジタルカメラ等の携帯
機器が開発されている。
【０００３】
　下記の特許文献１には、被写界の光学像を形成する結像手段と、光学像を画像情報とし
て記録する画像記録手段と、位置情報入力手段と、位置情報の再生表示形態に関する情報
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を設定する表示形態設定手段と、位置情報と再生表示形態情報を画像情報に関連付けて記
録する情報記録手段を有するカメラが開示されている。位置情報入力手段は例えばＧＰＳ
であり、表示形態設定手段は、経緯度、住所、場所に関する固有名称のいずれかを選択可
能となっている。
【０００４】
　また、特許文献２には、データ送受信を行う通信部と、記録部と、画像処理部と、閲覧
制御部と、配信部とを備える位置情報配信装置が開示されている。記録部は、撮影画像の
データと位置データとを対応付けて記録し、画像処理部は、撮影画像の開示を部分的に妨
げるマスク処理を実行する。閲覧制御部は、通信部を介して接続された端末装置に対して
、マスク処理後の撮影画像のデータを閲覧可能な状態とし、マスク処理後の位置データを
秘匿状態とする。認証部は、端末装置から取得した認証情報に基づき端末装置を認証し、
配信部は、認証部が認証した端末装置に対して端末装置から指定された撮影画像に対応す
る位置データを送信する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－３０９８３５号公報
【特許文献２】特開２００８－２７３３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ＧＰＳ等により位置データを取得し、取得した位置データを撮影した画像データに付加
することは、例えば撮影画像データを地図データ上にマッピングする等に有用であり、ま
た、自己の撮影した画像データに位置データを付加してインターネット上に公開するため
にサーバにアップロードすることも広く行われている。
【０００７】
　その一方で、例えば自宅で画像を撮影し、自宅の位置データが付加された画像データを
不特定多数に公開することは、セキュリティの観点から問題となり得る。
【０００８】
　上記の特許文献２では、マスク処理後の位置データを秘匿状態とし、認証を受けた端末
のみが画像データに対応する位置データを取得できる構成となっているが、例えば自宅の
位置データなど特定の位置データのみを選択的にマスキングすることは煩雑な処理となる
。さらに、自己が撮影した画像データを任意の端末装置で自己管理する場合、位置データ
がマスク処理されている場合には一旦マスク処理を解除しなければならず煩雑である。
【０００９】
　本発明の目的は、位置データが付加された画像データのセキュリティを確保するととも
に、当該画像データの利便性も確保できる携帯機器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、携帯機器であって、位置データ検出手段と、画像データ取得手段と、検出し
た位置データが予め設定した位置近傍である場合に前記位置データを曖昧な情報に変換し
た上で前記画像データに対応付け、検出した位置データが予め設定した位置近傍でない場
合にそのままの精度で前記画像データに対応付けて記憶する手段とを有することを特徴と
する。
【００１１】
　本発明の１つの実施形態では、前記予め設定した位置は、ユーザの自宅である。
【００１２】
　また、本発明の他の実施形態では、内蔵電池が充電されている位置を前記自宅として自
動設定する手段を有する。
【００１３】
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　また、本発明の他の実施形態では、所定時間以上滞在している位置を前記自宅として自
動設定する手段を有する。
【００１４】
　また、本発明の他の実施形態では、前記曖昧な情報は、ヌル（ｎｕｌｌ）データである
。
【００１５】
　また、本発明の他の実施形態では、前記曖昧な情報は、経緯度データの秒以下のデータ
を切り捨てたデータである。
【００１６】
　また、本発明の他の実施形態では、前記曖昧な情報は、経緯度データに誤差を印加した
データである。
【００１７】
　また、本発明の他の実施形態では、前記曖昧な情報は、自宅を意味するテキストデータ
を含む。
【００１８】
　また、本発明の他の実施形態では、検出した位置データが予め設定した位置近傍である
か否かは、検出した位置データが予め設定した位置の一定距離内に位置するか否かにより
判定され、前記一定距離は、検出した位置データの示す地域に応じて増減調整される。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、位置データが付加された画像データのセキュリティを確保するととも
に、当該画像データの利便性も確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】実施形態におけるデジタルカメラの構成図である。
【図２】実施形態の処理フローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、図面に基づき本発明の実施形態について、携帯機器としてデジタルカメラを例に
とり説明する。但し、以下の実施形態は単なる例示であり、本発明は以下の実施形態に限
定されるものではない。
【００２２】
　図１に、本実施形態におけるデジタルカメラの構成ブロック図を示す。絞り部１１及び
レンズ１２を介して入力された被写界光は、撮像デバイスであるＣＣＤ１４で焦点を結ぶ
。絞り部１１の絞り量及びレンズ１２の移動量は、ＣＰＵにより制御される。ＣＣＤ１４
は、入力された被写界光を電気信号に変換して出力する。ＣＣＤ１４による光電変換のタ
イミングは、タイミングジェネレータ（ＴＧ）２２を介してＣＰＵにより制御される。Ｃ
ＣＤ１４は、ＬＣＤ４４に表示されるプレビュー画像取得のために一定間隔で常時電荷の
蓄積及び電荷の掃出しを行う。また、ユーザから撮影指示があった場合には、プレビュー
画像取得のための光電変換を一時中断し、画像撮影に必要な露光時間をかけて電荷を蓄積
した上で、電荷の掃出しを行う。ＣＣＤ１４の代わりにＣＭＯＳを用いてもよい。
【００２３】
　ＣＣＤ１４から出力された電気信号は、二重相関サンプリング回路（ＣＤＳ）１６によ
る所定のアナログ信号処理、増幅回路（ＡＭＰ）１８による増幅処理が施された後、Ａ／
Ｄ変換器（Ａ／Ｄ）２０によりデジタルデータに変換される。変換により得られたデジタ
ルデータは、画像データとしてメモリ２４に一時記憶された後、画像処理部２６に供給さ
れる。
【００２４】
　画像処理部２６は、マイクロプロセッサで構成され、ホワイトバランス（ＷＢ）処理部
４６やγ補正処理部４８、エッジ強調処理５０、圧縮伸長処理部等を有し、メモリ２４に
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一時記憶された画像データに対して公知の画像処理を施す。画像処理部２６において必要
な処理が施された画像データは、ＪＰＥＧ形式等に圧縮されて記憶部４２に保存される。
また、ユーザからの指示により記憶部４２に保存されている画像データの再生が指示され
た場合、画像処理部２６は記憶部４２から読み出された画像データを伸長処理し、ＬＣＤ
４４に表示する。
【００２５】
　また、ＧＰＳレシーバ２１は、ＧＰＳ衛星からのＧＰＳ電波を受信し、受信したＧＰＳ
データを画像処理部２６に出力する。画像処理部２６は、ＧＰＳデータから経緯度データ
を取得し、画像データに付加して記憶部４２に保存する。例えば、画像処理部２６は、画
像データをＥｘｉｆ（Ｅｘｃｈａｎｇｅａｂｌ　ｉｍａｇｅ　ｆｉｌｅ　ｆｏｒｍａｔ　
ｆｏｒ　ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｔｉｌｌ　ｃａｍｅｒａｓ）規格のタグを利用してＧＰＳデ
ータから得た経緯度データを記録する。
【００２６】
　また、画像処理部２６は、ユーザからの指示に基づき、記憶部４２に保存された画像デ
ータを読み出し、無線送受信器２２を用いてインターネット上のサーバに送信（アップロ
ード）する。もちろん、画像処理部２６は、ユーザからの指示に基づき、インターネット
上のサーバから任意の画像データを無線送受信器２２を用いて受信（ダウンロード）する
こともできる。
【００２７】
　デジタルカメラの各部は、内蔵電池５１からの電力供給を受けて動作する。内蔵電池５
１は、例えばリチウムイオン電池であり、ＡＣアダプタを介して外部電源と接続し充電す
ることができる。
【００２８】
　このような構成において、画像処理部２６は、ＧＰＳデータから経緯度データを取得し
て画像データに付加する際に、取得した経緯度データに応じて画像データに付加すべき位
置データの形態を変化させる。より具体的には、取得した経緯度データが、デジタルカメ
ラのユーザの自宅近傍である場合、つまり撮影した画像が自宅近傍である場合には、取得
した経緯度データをそのままの精度で画像データに付加するのではなく、曖昧な情報に変
換して画像データに付加する。このように、取得した経緯度データが自宅近傍である場合
に、当該経緯度データを曖昧な情報に変換することで、ユーザのセキュリティが確保され
る。すなわち、経緯度データが自宅近傍である場合、その位置データをそのまま画像デー
タに付加してインターネット上に送信すると、画像データに付加されている経緯度データ
を取得した第３者は容易に当該ユーザの自宅の位置を把握することが可能となるところ、
経緯度データを曖昧な情報に変換しておくことで、画像データを取得した第３者はユーザ
の自宅近傍の真の位置データを取得することができないため、セキュリティが確保される
ことになる。これにより、ユーザは、自宅で撮影した写真、例えば自宅で撮影した家族の
写真、自宅で撮影したペットの写真、自宅で撮影した庭その他の風景の写真等を気兼ねな
くインターネット上に送信し、第３者に自己の撮影した画像を公開することができる。
【００２９】
　本実施形態では、全ての経緯度データが曖昧な情報に変換されるのではなく、ユーザの
自宅近傍という特定の経緯度データのみが曖昧な情報に変換される点に留意されたい。従
って、取得した経緯度データが自宅近傍以外の場合には、取得した経緯度データがそのま
ま画像データに付加されてインターネット上に送信され、その位置データを利用した種々
の応用が可能である。
【００３０】
　なお、取得した経緯度データが自宅近傍であるか否かは、予めユーザが自宅の経緯度デ
ータを登録しておき、この登録した自宅経緯度データと取得した経緯度データとを比較す
ることで判断可能であるが、自宅の経緯度データを予め登録するのは煩雑であることから
、自動的に自宅経緯度データを登録できるような機能をデジタルカメラに付与するのが望
ましい。
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【００３１】
　図２に、本実施形態におけるデジタルカメラの処理フローチャートを示す。まず、所定
間隔あるいは、ユーザが撮影を指示したタイミングに同期したタイミングにおいてＧＰＳ
レシーバ２１でＧＰＳデータを受信し、経緯度データを取得することでデジタルカメラの
現在位置を検出する（Ｓ１０１）。
【００３２】
　次に、画像処理部２６は、デジタルカメラの内蔵電池５１が現在ＡＣアダプタを用いて
充電中であるか否かを判定する（Ｓ１０２）。この判定は、デジタルカメラにＡＣアダプ
タが接続されているか否か、あるいは内蔵電池５１が充電状態にあるか否かにより判定さ
れる。画像処理部２６は、内蔵電池５１の充電状態をモニタするために内蔵電池５１の電
流及び電圧を監視しており、例えば内蔵電池５１に充電電流が供給された場合に充電中で
あると判定する。そして、デジタルカメラの内蔵電池５１がＡＣアダプタで充電中である
と判定された場合、画像処理部２６は、デジタルカメラは現在自宅にあり、自宅において
内蔵電池５１をＡＣアダプタで充電しているものとみなして、取得した経緯度データを自
宅として登録する（Ｓ１０３）。一方、デジタルカメラがＡＣアダプタを用いて充電中で
ない場合には、自宅として登録しない。
【００３３】
　そして、画像処理部２６は、取得した経緯度データと、自宅として登録した経緯度デー
タを比較し、取得した経緯度データが自宅から１ｋｍ以内であるか否かを判定する。（Ｓ
１０４）。取得した経緯度データが自宅から１ｋｍ以内でない場合には、取得した経緯度
データをそのまま正確に画像データに付加して記憶部４２に保存する（Ｓ１０５）。一方
、取得した経緯度データが自宅から１ｋｍ以内である場合、取得した経緯度データを曖昧
な情報に変換した上で画像データに付加して記憶部４２に保存する（Ｓ１０６）。曖昧な
情報は、具体的には以下のように作成する。
【００３４】
　（１）経緯度データをヌル（ｎｕｌｌ）データに変換し、テキストデータとして「Ｈｏ
ｍｅ」を付加する。
（２）経緯度データを度分までとし、秒以下を切り捨てる。テキストデータとして、市ま
でのデータを付加する。
（３）経緯度データに意図的に誤差を付加する。誤差は、例えばユーザ設定値と経緯度デ
ータから生成する。
（４）経緯度データの秒以下のデータを２進数で組み替える。
【００３５】
　その後、ユーザからの指示に応じて必要な画像データを記憶部４２から読み出し、無線
送受信器２２を用いてインターネット上に送信する。
【００３６】
　以上のように、本実施形態では、取得した経緯度データが自宅から１ｋｍ以内と自宅近
傍である場合に、取得した経緯度データが曖昧な情報に変換され、例えば経緯度データが
ｎｕｌｌデータに変換されるとともに、単に「Ｈｏｍｅ」というテキストデータのみが付
加されるだけであるので、仮にこの位置データが画像データに付加された形態でインター
ネット上に送信されたとしても、第３者はこの画像データから取得できる位置データは、
テキストの「Ｈｏｍｅ」だけであり、ユーザの自宅に関するセキュリティは確保される。
また、この画像データには少なくとも「Ｈｏｍｅ」とのテキストデータが付加されている
ので、ユーザ自身はこの「Ｈｏｍｅ」のテキストデータを用いて画像データを編集ないし
管理することが可能である。例えば、自己の撮影した画像データを地図データ上にマッピ
ングする場合、当該画像データのＥｘｉｆには「Ｈｏｍｅ」とテキストデータが付加され
ているので、これを用いて当該画像データを自宅位置にマッピングすることができる。
【００３７】
　本実施形態において、経緯度データをｎｕｌｌデータに変換する場合、経緯度データの
全てをｎｕｌｌデータに変換する他、その一部のデータのみをｎｕｌｌデータに変換して
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もよい。例えば、緯度データのみをｎｕｌｌデータに変換する等である。要するに、その
データだけでは正確な位置が特定できない程度に経緯度データを曖昧にすればよい。本実
施形態において、「曖昧な情報」とは、取得した経緯度データよりも精度が劣り、そのデ
ータのみでは正確な位置を特定できないような全ての情報が含まれる。元の経緯度データ
は、曖昧な情報から可逆であっても不可逆であってもよいが、セキュリティを十分確保す
る観点からは不可逆であるのが望ましい。
【００３８】
　また、本実施形態において、デジタルカメラの内蔵電池５１をＡＣアダプタで充電して
いるか否かに基づいて自宅であるか否かを判定しているが、もちろん他の方法によって自
宅であるか否かを判定してもよい。
【００３９】
　例えば、デジタルカメラの内蔵電池５１が充電中であり、かつ、取得した経緯度データ
が充電期間中変化しない場合に自宅であると判定してもよい。これにより、例えば電車や
車等の移動体内で充電する場合に、誤って自宅であると誤判定、誤設定する事態を防止で
きる。
【００４０】
　また、取得した経緯度データに所定時間以上変化がない場合に、一ヵ所に長時間滞在し
ているとして自宅であるとみなしてもよい。または、無線送受信器２２としてｗｉｆｉを
用いた場合に、ｗｉｆｉ接続できた場所を自宅であるとみなしてもよい。あるいは、ある
特定の時間帯（例えば夜間）において取得した経緯度データを自宅であるとみなしてもよ
い。
【００４１】
　もちろん、自宅の経緯度データを自動登録する前に、予め設定した条件を満たす場合に
ユーザに対してＬＣＤ４４に「現在位置を自宅として登録しますか」等と問い合わせるメ
ニューを表示し、ユーザから同意する操作があった場合に始めて自宅として自動登録して
もよい。
【００４２】
　また、ユーザが任意にデジタルカメラの特定ボタンを操作した場合に、その操作した時
点における経緯度データを自宅であるとみなすこともできる。
【００４３】
　また、本実施形態では、自宅近傍を自宅から１ｋｍ以内と定義しているが、近傍の範囲
を地域の特性に応じて増減調整してもよい。例えば、大都市の場合には地方に比べて近傍
の範囲を狭く設定する。東京等の大都市では１ｋｍとし、地方では５ｋｍとする等である
。また、「地域」には国を含めることもできる。例えば、アメリカ合衆国やカナダにおい
ては１０ｋｍとし、日本では１ｋｍとする等である。取得した経緯度データから国を含む
地域を検出し、検出した地域に応じて近傍の範囲を増減調整するのが望ましい。具体的に
は、予め地域に応じた近傍の範囲を画像処理部２６のメモリに記憶しておき、検出した地
域に対応する近傍の範囲をメモリから読み出して設定する。デジタルカメラが地域に応じ
て設定した近傍の範囲をデフォルト値とし、ユーザが適宜、近傍の範囲を増減調整できる
ように構成してもよく、ユーザにより増減調整された値をデフォルト値に代えてメモリに
記憶しておくことも好適である。
【００４４】
　また、本実施形態では、取得した経緯度データが自宅近傍である場合に曖昧な情報に変
換しているが、自宅以外にもユーザが秘匿したいと意図する位置があればその位置を任意
に登録することもできる。この場合、秘匿したい位置においてユーザが特定のボタンを操
作すると、画像処理部２６はそのときに取得した経緯度データを登録し、その後に取得し
た経緯度データと比較し、登録した経緯度データ近傍である場合に自動的に曖昧な情報に
変換して記憶部４２に保存する。ユーザが秘匿したい位置に名称を入力した場合、その経
緯度データをｎｕｌｌデータに変換するとともに、その名称をテキストデータとして位置
データに付加する。
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【００４５】
　また、本実施形態では、静止画データの場合を例にとり説明したが、動画データに位置
データを付加する場合にも同様に適用することができる。
【００４６】
　本実施形態ではデジタルカメラを例にとり説明したが、カメラ付き携帯電話やカメラ付
情報端末にも適用することができる。
【符号の説明】
【００４７】
　２１　ＧＰＳ、２２　送受信器（無線送受信器）、２６　画像処理部、４２　記憶部。

【図１】

【図２】
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